
症例の最終補綴セット後、もしくは特に強調したい写真を
挿入してください

アトランティス アバットメント ゴールド
シェード及びコア ファイルを用いた院内完結
型臼歯部単独歯欠損症例
患者は47歳女性、下顎右下第一大臼歯の治療を主訴とし
て来院された。残根状態にあったため予後不良として抜歯後
インプラント治療計画を立案。口腔内スキャナー、アトランティ
ス アバットメント、コア ファイルを用いる事により、すべて院内で
治療を完結することができ、患者、術者ともに負担の少ないイ
ンプラント治療が提供できた。
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1. 下顎右側第一大臼歯が残根状になっている。 2. 抜歯2か月後、軟組織は良好な治癒を認めた。 3. サージカルステントを装着し撮影されたCT画像
上でインプラントのシミュレーションを行った。サージカ
ルステントに装着されたアルミチューブは理想的なイ
ンプラントの埋入方向を示しているが、特に角度修
正等は必要なかった。
大臼歯として最適なエマージェンスプロファイルを与え
る為、骨頂より2㎜下方にインプラントポジションを計
画した。
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4. 最小限の切開を行い、計画通りのポジションに
インプラントを埋入した。骨頂より約２mm下方にイ
ンプラントのフィクスチャーヘッドが確認できる。

5. フィクスチャー埋入時の初期固定が良好だったた
め、一回法にてインプラント埋入手術を行った。頬
側歯肉弁を根尖側に移動することにより角化粘膜
の幅を増やすことが出来る。

6. 術直後のCT画像。インプラントはシミュレーショ
ン通りの位置に埋入されている。
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7. 術後6週間後、良好な軟組織の治癒を認める。 8. IO FLOを装着して口腔内をスキャニングする。 9. スキャニングしたデータをDDSCに送る
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10. アトランティス 3Dエディター上でアバットメント
のデザインを決定する。理想的な大臼歯のエマー
ジェンスプロファイルを与えるため、アバットメントの歯
肉縁下のカウンターを調整する。

11. アトランティスアバットメントデザインはコア ファイ
ルというデータとしてダウンロードし、CERECにイン
ポートする。コアファイルはアバットメントがデリバリーさ
れる前に提供されるので、補綴装置の製作期間が
短縮ができる。

12. CEREC上で上部構造をデザインし、ミリングマ
シンでジルコニアブロックを削り出す。
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13. 削りだされたジルコニアブロック。研磨、形態修正後
CEREC SPEED FIREにてシンタリングを行う。

14. デリバリーされたアトランティス アバットメント
ゴールドシェードとインサーションガイド。

15. アトランティス アバットメント ゴールドシェード
と製作されたフルジルコニアクラウンは良好な適合性
を認めた。
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16. アトランティス アバットメントインサーションガイド
を用いて、適切なポジションに装着する。

17. 装着されたアトランティス アバットメント。装着
時は粘膜貫通部を若干圧迫していたが、
すぐ貧血帯は消えた。

18. アバットメント装着時のデンタルＸ線写真。ア
バットメントの粘膜貫通部の形態が理想的な立ち
上がりになっている。
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https://implants.dentsplysirona.com/ja-jp

case reportは著者による実症例を紹介することを目的に作成しています。

作製年月→201810
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19. 最終補綴装置装着後。隣在歯と調和した軟
組織形態、色調が確認できる。

20. 最終補綴装置装着後のデンタルＸ線。アバッ
トメントと補綴装置との良好なフィットが確認できる。

https://implants.dentsplysirona.com/ja-jp

case reportは著者による実症例を紹介することを目的に作成しています。

作製年月→201810
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